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Abstract：外来心臓リハビリテーション(Hospital based CR)に通院する心不全患者に対し

てスマートウォッチを用いた運動指導を実施し,身体活動量の増加を認めた症例を経験した.

症例は 80 歳代男性 .基礎心疾患に心房細動がある .慢性心不全(左室駆出率 69%,BNP 

113.9pg/mL)のため継続して Hospital based CRを実施されるが活動量の増加に難渋した.

心肺運動負荷試験を用いた運動処方や生活指導,スマートウォッチを使用したセルフモニタ

リングを指導し ,最大酸素摂取量 (Peak maximal Oxygen Uptake:Peak VO2)が

16.5ml/min/kg(77%)から 17.4ml/min/kg(82%)へと改善,旅行や写真撮影といった趣味活動

の再開など QOL の向上を果たすことが出来た.生活指導やセルフモニタリングが運動習慣

の獲得に繋がり,Peak VO2 の改善を果たせたと考えられた. 


